
件 名 
令和３年度 第１回 

福井市障がい者自立支援協議会 こども部会 報告書 

日 時 令和３年６月１０日（木）10:00～11:00 会場 福井県こども療育センター 会議室 

協議事項 
（１） 昨年度の主な取組内容及び今年度の活動方針（案）について 

（２） こども部会年間予定 

協議結果 

■協議事項 

（１）昨年度の主な取組内容及び今年度の活動方針（案）について 

課題［研修会で対応］ 

１ 児童虐待防止に関する啓発 

児童発達支援センターの機能強化事業として、障がい児通所支援事業所、及

び相談支援事業所に対する研修を行う。【対応済み】 

２ 聴覚障がい児への支援 

主に障がい児通所支援事業所の職員を対象に、ろう学校等の協力を得ながら

研修会を行う。【対応継続】 

３ 教育と福祉の相互理解 

福井県特別支援教育センター主催の「教育と福祉との連携・協働検討会議」

に福井市障がい福祉課が出席し話し合いを行う。一部の相談支援事業所、及び

障がい児通所支援事業所も参加予定。【対応継続】 

意見 

・研修は職員が参加しやすい時期や時間を考慮してほしい。 

・オンラインをうまく活用し、皆が参加しやすい方法を考えていけると良い。 

・教育と福祉の相互理解の前に、それぞれの基礎知識（受講している研修内

容、行っている療育・指導方法など）の確認についても検討してほしい。 

 

課題［WGで対応］ 

１ 支援学校卒業後も安心して生活できる環境を作るための支援体制を在学生の

うちに(高等部以前から)整えておくことが必要。 

方向性 

「特別支援学校と放課後等デイサービスの連携」をテーマとし、１１月にオン

ライン研修を開催予定。【対応継続】 

意見 

・障がい種別によって課題感は違ってくるため、対象を絞る必要があると思う。 

→今年度は身体障がいを対象として考えているが、今後の WG で障がい種別ごとの

課題についても検討していく。 

・オンラインでの研修、部会開催、傍聴希望者への対応等、福井市自立支援協議

会での対応（予算や仕組み等）は可能か？ 

→事務局として福井市に必要性を伝えているが、機器等の数や配信環境に限りが

ある現状。今後も対応を検討し、少なくとも傍聴希望者への動画配信等に関し

ては第２回部会までに対応を決定する。 

２ 福井市の「ことばの教室」の役割が変更されたことによる児童の支援体制の

検討が必要。 

３ 支援を受ける場所が変わっても必要な支援が継続されることが必要。 

 



検討内容・方向性 

・福井市子ども福祉課が委託している「子ども家庭センター相談室（アオッサ

内）」にて幅広い相談が可能。 

・福井市子育て支援課が毎年作成している「はぐくむ book」において相談先の紹

介を行っていることから、「ことばの教室」にも本冊子を設置した。 

・「子育てファイルふくいっ子」の周知に関する課題等について、事務局が福井

県障がい福祉課に伝えていく。福井市としても活用しやすい方法を検討する。 

⇒課題②③については、福井市の健康管理センター、子育て支援課、子ども福祉

課が定期的に開催する「妊娠期から子育て期の継続的な支援に関する庁内連絡

会」に障がい福祉課も参加することで、福井市の体制整備を検討していく。

【対応済み】 

意見 

・「子育てファイルふくいっ子」は活用して１０年目に入るため、福井県でも活

用方法等について再検討予定。部会の意見を早めに伝えられると良い。 

・「はぐくむ book」について、さまざまな支援（P.42）で障がいや発達の遅れの

ある子どもへの支援の前に、子ども家庭センターのことを掲載するなど、発達

障がいや子育てファイルふくいっ子等も含めて掲載方法の検討が必要だと思

う。 

・「子育てファイルふくいっ子」は親御さんにいつ配布しているか？ 

→健康管理センターで３歳児健診時に配布してきている。今年度は夏に届く予

定。 

 

（２）こども部会年間予定 

・地域課題についてタイムリーに協議・対応を行う。※課題提起シートは部会の

１か月前までに事務局に提出すること。 

・聴覚障がい児への支援に関する研修を行う。 

・教育と福祉の相互理解に関して、検討会議の内容を踏まえ、課題に応じて協議

を行う。 

・「特別支援学校と放課後等デイサービスの連携」に関する研修を１１月（予

定）にオンラインで開催する。 

 

次 回 ９月２日（木）１０：００～ 会場：福井県こども療育センター 会議室 

 

 


